
カルボニル基導入に有用な
一酸化炭素(CO)代替試薬

反応例

特長

• 室温で安定な結晶状固体
• T3121は塩基を作用させることで 
 室温で速やかに分解し、発生した
 COにより反応が進行
• パラジウム触媒存在下、F0854と
 トリエチルシランの組み合わせに
 より、臭化アリールの還元的カルボ 
 ニル化が可能
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R1 : aryl, alkenyl
X : I, Br, OTf
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2,4,6-Trichlorophenyl
Formate

1g / 5g 
[T3121]

N-Formylsaccharin
5g / 25g 
[F0854]



TCI CO等価上記以外の化合物についても取り揃えています。各製品の詳細はTCI のウェブサイトで 
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本誌掲載の化学品は試験・研究用にのみ使用するものです。化学知識のある専門家以外
の方のご使用はお避けください。品目や製品情報等、掲載内容の変更を予告なく行う場合
があります。内容の一部または全部の無断転載・複製はご遠慮ください。
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カルボニル基導入に有用な一酸化炭素 (CO)代替試薬

Palladium(II) Acetate (= Pd(OAc)2) 1g / 5g [A1424]
Palladium(II) Acetate (Purified) 1g [P2161]
Xantphos 1g / 5g / 25g [B2709]
1,4-Bis(diphenylphosphino)butane (= Ph2P(CH2)4PPh2) 5g / 25g [B1246]
 Triethylsilane (= Et3SiH) 25mL / 250mL [T0662]

関連製品


